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要　　旨
　本稿では，海外在住経験を持つ日本人サッカー選手を対象にインタビュー調査を行い，相互文化的
コミュニケーション能力（ICC）の段階的獲得過程を分析した。同一の国に長期間滞在している選手
に複数回行ったインタビューから，どのようなきっかけで ICCの各要素が獲得されるのかを観察し
た結果，言語が介在しにくい環境にいるサッカー選手であっても，言語能力が ICC向上に大きな関
わりを持つことが確認できた。相互文化的仲介者として行動できるようになるということは，グロー
バル人材として世界で活躍することにつながる。ICCの段階的獲得過程を言語能力との関わりから記
述した成果は，グローバル人材教育において文化能力と言語能力をどのように育成するのか，新たな
枠組みへの援用も期待できる。
1．はじめに
　日本政府によるグローバル人材育成推進事業では，グローバル人材を「日本人としてのアイデ
ンティティや日本の文化に対する深い理解を前提として，豊かな語学力・コミュニケーション能
力，主体性・積極性・異文化理解の精神等を身に付けて様々な分野で活躍できる人材」と定義し
ている。Byram（1997）では「相互文化的コミュニケーション能力（Intercultural Communicative 
Competence）」の 5つの要素のモデルを示し，「様々な文化の中で社会化されている人々の間を仲
介する能力」と定義した。さらに Byram（2008）では最良の仲介者を「一方では自己の社会にお
いて自言語と様々な言語変種，自己の文化とその社会の内部の様々な社会集団の文化との間の関係
を理解しつつ，他方では，他の言語（言語変種）や他の文化との間で，仲介者として行動できる人々」
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と述べているが，グローバル人材とはまさに「相互文化的仲介者」として行動できる人材だと言え
るだろう。ここに文化能力だけでなく，言語能力も大きく関わっていることは間違いない。
　北村・石川（2017）では海外在住経験を持つ日本人サッカー選手を対象にインタビュー調査を行
い，異文化環境における経験と異文化間能力獲得の相関関係を観察した。本稿はその延長線上の研
究として，相互文化的コミュニケーション能力（ICC）の各要素がどのようなきっかけで獲得され
ていくのか，主に言語能力との関わりを中心に描き出すことを試みる。
2．分析の方向性とデータの収集
　Byram（1997）で示されている「相互文化的コミュニケーション能力（ICC）」の 5つの要素と
は次のようなものである（日本語訳は細川英雄監修（2015）を参照）。
〈態度〉…好奇心，開放性，他の文化についての疑念と自己の文化についての心情を保留して
おく意向があること。
〈知識〉…社会的集団について，自国と相手の出身国での産物と習慣，社会的なまたは個人同
士の相互交流の一般的過程に関するもの。
〈解釈と関連づけのスキル〉…他文化の文書や出来事を解釈，説明し，それらの源が何かを説
明する。
〈発見と相互交流のスキル〉…ある文化とその文化の習慣についての新しい知識を習得する能
力，リアルタイムでコミュニケーションと相互交流を行うという制約のもとで，知識，態度，
スキルをうまく操作する能力。
〈クリティカルな文化意識／政治教育〉…自己の文化や国，他の文化や国における物の見方，
行動，産物に対し，クリティカルにかつ明確な基準に基づいて評価する能力。
　本研究ではこれまでも，世界各地でプロサッカー選手として現地のチームに所属している日本人
選手を対象に延べ約 80名のインタビュー調査を行ってきたが，今回は，そのうち同一の国に長期
間滞在している 6名を抽出し，その複数回分のインタビューを分析データとした。
　インタビューは半構造化面接法を用い，事前に準備したインタビューガイドをもとに実施した。
インタビュー協力者には倫理的配慮として，取得したデータは研究目的以外には使用しないこと，
個人情報は守秘され，プライバシーを侵害したり不利になるように使われることはないこと，イン
タビューは録音し文字化してデータとすることを説明して，同意書を取った。
3．インタビュー分析
　ここでは，協力者のインタビューを提示しながら相互文化的コミュニケーション能力（ICC）の
理論分析を行い，ケース毎にそれぞれ ICCの各要素が段階的に獲得される過程を示す。なお，今
回のインタビュー協力者が滞在している国はすべて欧州であり，英語は公用語ではない。
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3.1　ケース 1：A選手
主な海外滞在歴：約 3年（最終インタビュー時）
3.1.1　初回インタビュー（滞在歴約 1年，19歳）
　初回インタビュー時の Aの海外滞在歴は約 1年，高校卒業と同時に渡航しているため年齢的に
も若く，ユースチームで半年プレーした後，この当時のチームに所属して半年という時期であった。
まずは新しい環境に順応していく様子が語られる。
A―1―1：そうですね，やっぱり，最初はパスが来なかったり。……（でも）練習とか練習試合で，
良いプレーとか，点取ったりすると，だんだん信頼してもらえて，パスもまわってくるように
なってきてからは，少しずつ話しかけてくれたりもして，って感じで，仲良くなれた気はしま
すね。もう，点取った瞬間，変わりますからね。もう全然，違いました。
　英語の通用度はチームによっても異なるが，この当時の監督は英語が流暢ではなかった。A自身
もそれほど堪能ではなく，現地語もほぼわからないという状況で，言語によるコミュニケーション
には苦労していたようである。
A―1―2：監督がなんか僕に伝えたい，監督も，英語で伝えようとしてくれてたんですけど，監
督もそんなめちゃくちゃしゃべれるわけじゃないんで。わかんないこともあるんで。あんまり
よく伝わんないんですよ。そういうときはやっぱり，しゃべれたら，すぐ理解できて，って感
じになれるのにって，ちょっと，困りますよねそういうとこは。……（中略）日本だと，耳だ
け聞いとけば分かるんですけど，こっちだと顔見て聞かないとわかんないんで。僕，試合中だっ
たんですけど，ボール見ずにずっと監督見てて，大丈夫かなと思ったんですけど（笑）。
　言語的であれ非言語的であれ，この時点では自らの意思を積極的に伝える，という段階には至っ
ていない。そこに「言葉」が話せない，「自信」がない，「間違いをすることに抵抗がある」といっ
たことが大きく関わっていることがうかがえる。
A―1―3：僕はあんまり，まだ言葉もあれなんで，まあ僕の性格だと思うんですけど，間違いを
するのがあんまり，自分の中で抵抗があるというか。ちゃんと伝えたいんですけど，こうやっ
て言うんじゃないかなーと思ってても，確信がないと言えなかったり。あ，やっぱそれでいい
んだ，ってなっても，まあ自信が持てなくてあんまり言えなかったり。なんで，ちょっと言っ
てることが分かっても，自分がしゃべるってことはあんまりできないというか。まだそこに
抵抗がちょっとあるんで。自分の気持ちを伝えるっていうところが，まだ僕には足りてないか
なーって思いますね。
　将来は Jリーガーとして日本でプレーしたいと語り，そのためには「自分を出していく」ことが
必要だと考えている。
A―1―4：やっぱり僕も最初はプロになりたくて，日本でプロになれなかったからこの国でプロ
になるっていう道を選んで，ここから（西ヨーロッパのサッカー強豪国の）チームに移籍でき
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ればいいんですけど，やっぱどっかで，日本で，Jリーグっていうのをずっと目標にしてきた
んで，そこでやりたいなっていうのはありますね。……（中略）僕は自分を出すことが苦手な
んで，やっぱサッカーにしても，なんていうんですかね，チームに求められていることをしよ
うと，自分を抑えちゃうところがあるんですよ。……（中略）でもやっぱ自分の得意なとこを
出さないと，このチームで（試合に）出られても，ステップアップは難しくなってくるんで，
まあ言葉もそうですけど，コミュニケーションの部分でもサッカーの部分でも，もっと自分を
どんどん出していかないといけないなって思いますね。
3.1.2　2回目インタビュー（滞在歴約 1年半，20歳）
　初回のインタビューから半年後，2回目のインタビューは引き続き同じチームに所属して 1年と
いう時期である。この当時，チームにはもうひとり，Aより年長で英語が堪能な日本人選手が所属
していた。監督の交代があり，新しい監督は英語が流暢だったため，監督やチームメイトとのコミュ
ニケーションは先輩の日本人選手による英語での仲介で成り立っていたようである。
A―2―1：監督が替わって，替わった人がすっごい英語がしゃべれる人で，それによってもう戦
術とかも，（先輩の日本人選手）経由で理解できるようになったりして，何が言いたいかって
いうのも教えてもらえることが多くなったんで，あんまり，自分がしゃべるというよりかは，
ほんと聞くだけみたいな，……（中略）自分から話すのは，まだあんまり。チームメイトには
全くしゃべれない感じの（人だと思われている）。完璧に言いたいというか。こっちの人って，
完璧っていうより，適当に単語単語で言ってくるんですけど，それを完璧に返さないと伝わら
ないんじゃないかって思って，言えないみたいな。
　ただ，言語によるコミュニケーションではなく，「結果を出すことによって」信頼関係が生まれ，
チームの中で認められていく過程が意識的に語られる。
A―2―2：やっぱりスポーツをやってるんで，結果を出すことによって，自分の考えも理解して
くれる，今，こういうプレーしたかったんだよっていうのが言わなくてもわかってくれるみた
いな。で，向こうがしたかったプレーも，できなくても，あ，いやわかってるみたいな雰囲気
で。前はただ一方的に文句言われるだけだったんですけど，OKわかってるみたいな感じになっ
てきたのはやっぱり，練習とかで，結果というか，いいプレーをすれば，わかってくれるよう
になって。会話がなくても，あ，なるほど，みたいなのが増えてきたんで，そういうのはやっ
ぱり信頼関係があるから分かるのかなっていう，ちょっと認めてくれたのかなっていう感じは
します。
　この頃の Aは，あまり試合に使ってもらえない時期を経て，チーム内でスタメンとしての地位
を掴みつつあった。少ないチャンスの中で結果を出して認めてもらうためには，やはり自分の特徴
を出すことが必要だということを実感し始めたようである。
A―2―3：（最近は）サイドのウィングのポジションでやらせてもらうことが多くなったんで，
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サイドだと自分を出せるというか，自分をどんどん出していけて，ちょっと試合に出る時間が
増えたりしたんで。初めて使ってもらえたときに，いいプレーができたんでよかったんですけ
ど，その時ダメだったら，たぶん今も真ん中のポジションで，自分の特徴が出ないままだらだ
らやってたと思うんで。まあその試合は結構自分にとって大きい，大事な試合だったと思いま
す。……（その試合は）急にスタメンで呼ばれて，えっ，てなったんですけど，ウィングで出
させてもらえるってことで，ちょっとこの試合なんかしないとヤバいなと，今シーズンいちば
ん，試合前緊張して。それがうまいようにいって，チームは負けちゃったんですけど，個人的
にはチームメイトも褒めてくれたんで。良かったなと。
　海外滞在歴も 1年半が過ぎ，「自分を出しながらも」この環境で得たことを取り入れていくことで，
メンタル的な成長も感じるようになる。
A―2―4：プロになって初めてのシーズン，初めての試合とかいろいろあって，最初は，なんて
いうんですか，自分を出せずにミスを怖がったり，監督が走れって言ったから走ったり，みた
いなのはあったんですけど，今は自分を出しながらも，監督とかが言ってることにも応えれる
ように，日本でやってたこととこの国でやってわかったことのいいとこを，自分なりに出して
いこうという考え方になったのは，サッカーをやる上では，メンタル面での成長は大きいかな
と。
　半年前は，将来は Jリーガーとして日本でプレーしたいと語っていたが，日本にこだわらず，よ
りスケールの大きな目標を抱くようになった。
A―2―5：サッカー選手としてみんなが知ってるビッグなクラブに行ってプレーしたい。小学校
ぐらいの時にサッカーのテレビを見て，何万人と入るスタジアムってあるじゃないですか，そ
ういう何万人の人が入るスタジアムでサッカーをしたいっていう小さいときの夢があって，そ
れを叶えたいなっていうのがあるんで。どういう環境であれ，そういう，何万っていう人が見
ている前でプレーできるのが，いちばんの夢ですね。
3.1.3　3回目インタビュー（滞在歴約 2年，20歳）
　海外滞在歴 2年，引き続き同じチームに所属して 1年半が経とうとしていたが，これまであまり
自分からは話そうとしなかった Aに大きな変化が現れる。英語ではなく現地語で会話をするよう
になったことがきっかけになり，チームメイトとの間に言語によるコミュニケーションが成立して
いる様子が語られる。
A―3―1：最近は英語が全然しゃべれないチームメイトとも，ちょっとしゃべったりすることが
増えて。それはちょっと現地語の方も勉強して，そしたらなんか逆に，英語みたいに中途半端
に理解してると全部しっかり言いたいってなるんですけど，現地語はそんなしっかりわかんな
いんで，単語で言ったら，案外伝わるなこいつ，みたいな感じになって。現地語の会話もちょっ
とずつ，ほんと仲いいやつとぐらいですけど，対応できるようになって，現地語で話してくる
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選手も増えたんで。（現地語なら）適当に言っても理解してくれる感じがあるんで，こっちも
楽なのかなみたいに思ったりして。……（中略）今けっこう仲良くしてくれてるやつがいるん
ですけど，そいつはほんとに，現地語でちょっとしゃべりかけ始めてから，すごい仲良くして
くれるようになって。良かったなと。
　この時点で Aは同じチームに 1年半所属しており，その間まわりの環境が劇的に変化するとい
う状況にはなかったが，このインタビューの少し前に，国内の若手の選抜チームで他のヨーロッパ
諸国に遠征するという機会があった。Aにとっては久しぶりに，新しいメンバーでチームを組むこ
とになり，その環境が Aの変化の一つのきっかけになったようである。
A―3―2：遠征がやっぱり大きくて。遠征になると僕は誰も知らない，知り合いもいないですし，
そういう状況の中では試合中もパスが出てくるとも思ってなかったんです。でも，（一緒に参
加した日本人選手と）二人で，知ってる現地語で話したりとかしてたら，向こうもいろいろ返
してくれて，けっこうその会話が楽しくて。それから試合も普通に，パスも出てきて，自分の
プレーもできて，それでさらにまた，いいねとか，いい選手とか，そういう会話も増えてきた
んで，そこでの環境は良かったと思います。
　チーム内でも，この半年はほぼスタメンで出場し，主力として活躍できていた。今まででいちば
ん「成長」を自覚し，「自信」もついてきて，今後が「楽しみ」だと話している。
A―3―3：なんか意識が変わったじゃないですけど，新たなことをやり始めて，今後が楽しみに
なって，そこに遠征というチャンスが来て，そこで私生活も，チームメイトとの関係でも新た
に成長できる部分があって，なのでこの半年は僕が今 2年ぐらいいる中ではいちばん新しい，
成長できた半年かなと，サッカーでも，人間関係でも。……（中略）判断の部分でいちばんそ
れは感じます。勝負に出るパスが出せるようになったりとか。びびらずに，どんどん勝負して，
まあそれでミスになったとしても，次につなげられたらいいなという感じで。……（中略）自
信はついてきてるんで。僕に足りないものは何かっていうのはたくさんあって，……（でも）
これできたらもっとよくなるって考えたらすごいよな，っていうワクワク感があります。これ
からもっとサッカー楽しくなると思うんで，楽しみですね，これからが。
3.1.4　4回目インタビュー（滞在歴約 2年半，21歳）
　前回のインタビューの後，Aは同じ国内で移籍し，新しいチームに所属することになった。この
時期の大きな変化は，Aが他の日本人選手とチームメイトの間の現地語による仲介をするように
なったことである。このチームには A以外に二人の日本人選手が所属していたが，この国に来る
のが初めてだったため現地語がほぼ理解できず，必然的に Aが仲介者としての役割を担うことに
なった。
A―4―1：このチーム入ったときに，僕以外の二人はここ来るのが初めてだったんで，僕の方が
言葉とかも理解してたっていうのがあって，それをチームの人も知ってたんで，僕に全てを言っ
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て，伝えてくれっていうのが多くなって。僕も，聞く分には理解できることが多くなったんで，
日本人の人に伝えることができて，それで最初のコミュニケーションがうまくできたから，う
まくチームには入れて，そこからチームメイトも普通に仲良くしてくれたんで，それは良かっ
たなと思って。
　このチームの英語の通用度はあまり高くなく，監督もチームメイトも英語を話したくはないとい
う状況の中で，現地語が理解できることが信頼につながることを実感している。
A―4―2：初めて来てる人（日本人）を見てると，昔全くしゃべれなかった僕と同じような感じ
がするんです。サッカーが上手くても，それ以外で厳しいところがあるなと。試合中の監督の
指示とかがわかんないと，どう動いていいかわかんなくなっちゃうんで。試合中にチームメイ
トに言われたことを直すだけでも，そのチームメイトとの信頼関係とかも少しは良くなると思
う。そこで，いやわかんないから，って言ってできなかったら，その言ってきた選手からの評
価も下がると思うから。
　しかし，現地語が理解できるようになってきたことにより，メリットだけではなくデメリットも
感じ始める。ただそれも，以前のチームと違って待遇が良くなったことによる責任感もあり，仕方
がないことだとプロ意識を持って考えるようになった。
A―4―3：ただ問題があるとすると，毒を吐く選手も多くて，理解できちゃう分，日本帰れだと
か言われることが多くなって。練習中の悪口とかも分かっちゃうじゃないですか，向こうはた
ぶん分かってないと思って言ってるんですけど。でもまあ，僕らは今，家と食事を出してもらっ
てるんで，それを言われても仕方がない，日本帰れって言われるのは仕方がないと思ってるん
で。前のチームの時は何も出てなかったんで，自由にできたんですけど，ここで初めてチーム
のために何かしないといけないと思うことが増えましたね。
　新しい環境で自分の評価をどのように上げていくか，といったことも，これまでの経験を元に，
考えて行動できるようになってきている。ただ，それもまだ全て順調というわけではなく，試行錯
誤している段階である。
A―4―4：（前のチームのチームメイトは）長い間一緒にいたんで，自分というものを分かって
くれるみんながいて，お前もっとできるんだからもっとやれよ，みたいな後押しみたいなとこ
ろもあったんですけど，このチームに来たら，最初はチームに溶け込むことを優先して，自分
のやりたいことは置いといてチームの評価を上げるみたいなことをやってて，それと自分の持
ち味を出すのとで，ごちゃごちゃになってる時期があって。……（中略）自分のやりたいこと
とチームのためにやんないと，っていう気持ちが，ごちゃごちゃになって空回りしちゃってた
部分があったんですけど，（最近は）ちょっと吹っ切れて，ミスしてもそれを取り返すプレー
をすればいいかな，ていうぐらいでやったら，けっこううまくいって。
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　今後もステップアップのために移籍を繰り返していくことを見据えて，新しい環境にただ合わせ
るのではなく「自分のプレーをする」ことの必要性を，改めて感じているようである。
A―4―5：これからも，チームが変わってからまたいちいち自分を作っていったら，またごちゃ
ごちゃになっちゃうので，そういうのを自分の中でしっかりまとめて，（新しいチームが始動
したら）最初から自分のプレーもして，チームのためにも頑張れるみたいな，そういう選手に
なりたいですね。
3.1.5　5回目インタビュー（滞在歴約 3年，21歳）
　前回のインタビューからまた半年，引き続き同じチームに所属して 1年という時期であるが，海
外滞在歴もついに 3年となり，自らを取り巻く環境を俯瞰的にも見ることができるようになってき
ている。Aが所属していたチームは隣国との国境近くの町にあり，民族的にも複雑な地域で，チー
ム内でも複数の言語が飛び交っていた。そのような環境の中で，宗教も言語も違うそれぞれの民族
をルーツにしたチームメイトの微妙な距離感にも意識が向くようになっている。
A―5―1：チームが，もう（隣の国の言葉）ばっかりしゃべるんです。今から別の言葉覚えるの
は厳しいなと思ったんで，僕，今後のことも考えて，英語を勉強する時間をちょっと増やして。
これからに向けてちょっと考えて動いてたって感じですね。……（中略）練習とかも，試合の
前も，（異なるルーツを持つ選手で）ちょっと分かれちゃって会話したりとか，そういう感じ
でした。国が隣り合わせだとそういう問題が起きますね。みんな僕にしゃべるときは（公用語
の）現地語でしたけど，僕は，ちょっと次に向けて，英語っていう感じでやってました。
　半年前のインタビュー時から A自身は移籍はしていないが，監督が替わり，新しいチームメイ
トも入ってきて，シーズン序盤は新たにチーム内での地位を獲得することが難しかった。振り返っ
てその原因が客観的に語られる。
A―5―2：（新しい監督がチームに自分のお気に入りの選手を連れてきて）こいつらお気に入り
で来たから，ちょっと自分より上に見て遠慮しちゃうみたいな，チームの王様みたいな感じで
入って来ちゃって，そこでちょっと遠慮した時間があったのが結局ダメだったんじゃないかと。
あいつら新しく来たくせに自分は王様みたいな感じでやってたんですよね。今思うと，そうい
うふうにできるヤツらすごいなと。日本人にはないとこですよね，ぜったい遠慮するじゃない
ですか，他から来たんだから。なのにそいつらが王様みたいな。他のチームメイトもみんな最
初はけっこうそいつらに合わせてましたからね。だから自然に僕もその空気に呑まれたじゃな
いですけど，遠慮しちゃった部分はあります。……（中略）そこでもっと自分がガンガン行か
ないと，最初の競争で遠慮しちゃって。
　高校卒業と同時に渡航して 3年，まわりの日本人選手が次々に帰国していく中で，少しずつでは
あるが着実に成長してきた。しかし，Aにとっては「やっと土台ができたかな」という段階であり，
当然のことながら，今後も「結果」が現れるその日まで，挑戦は続く。
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A―5―3：まあそうですね，長かったと言えば長かったですし，短いと言えば短いですけど，で
もまあ，他の人と比べて，僕はちょっとずつちょっとずつ成長していったと思うんですよね。
やっと土台できたかなぐらいに思ってます。なので，ちょっと長かったですけど，大事な 3年
間でした。1年ぐらいでそれができれば良かったんですけど（笑）。……（中略）まわりの人
はどんどん半年か 1年，1年半経ったら日本に帰っちゃう人ばっかりいた中で，よく 3年我慢
してここでやってきたなと。これで結果で現れてくれれば，この 3年間無駄じゃなかったなっ
て思えるときが来てくれると信じてます。
3.1.6　ICC理論分析（A選手）
初回
英語も現地語もあまり話さず，言語によるコミュニケーションには苦労していた（A―1―2）。
言葉に自信がなく，間違いをすることに抵抗があり，自らの意思を積極的に伝えるという段階
には至っていない（A―1―3）。しかし，今後のステップアップのためにも「自分を出していく」
ことが必要だと感じている（A―1―4）。
2回目
他の日本人選手の英語による仲介でまわりとのコミュニケーションが成り立っている（A―2―
1）。ただ，言語によるコミュニケーションではなく，「結果を出すことによって」信頼関係が
生まれ，チーム内で認められるようになる（A―2―2）。そのためにはやはり「自分の特徴を出す」
ことが必要だと感じている（A―2―3）。さらにこの環境で得たものを取り入れることで成長で
きると考えている（A―2―4）。
3回目
英語ではなく現地語で会話をするようになったことがきっかけで，チームメイトとの間に言語
によるコミュニケーションが成立し始める（A―3―1）。「成長」を自覚し「自信」もついてきて，
今後が「楽しみ」だと感じるようになった（A―3―3）。
4回目
新しく来た日本人選手とチームメイトの間を現地語で仲介するようになり（A―4―1），そのこ
とがチーム内での信頼と地位向上につながった（A―4―2）。言語が理解できることのデメリッ
トもあるが（A―4―3），意識を高く持って，改めて「自分のプレーをする」ことが重要だと感
じている（A―4―5）。
5回目
民族的に複雑な環境で，それぞれの微妙な距離感にも意識が向くようになってきた（A―5―1）。
様々な文化に触れ，適切に対処する方法を自ら考えることができるようになってきている
（A―5―2）。
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理論分析
海外滞在歴約 1年の初回インタビュー時には，〈態度〉や〈知識〉でコミュニケーションを試み
てはいるが，言語による充分な相互交流には至っていない。しかし，第三者の仲介もあって，
徐々に〈知識〉が増え，〈解釈と関連づけのスキル〉が高まってくる。さらに，言語能力がきっ
かけで，〈発見と相互交流のスキル〉が高くなり，〈態度〉もより積極的になる。言語能力が上
がったことで自らが仲介者になり，より一層〈発見と相互交流のスキル〉が高まる。滞在歴約
3年が過ぎた最終インタビュー時には，様々な文化に触れたことで，〈クリティカルな文化意識〉
も持つようになった。
3.2　ケース 2：B選手
主な海外滞在歴：約 2年（最終インタビュー時）
3.2.1　初回インタビュー（滞在歴約半年，22歳）
　初回インタビュー当時の Bは，大学卒業と同時に海外に挑戦し，2部リーグに所属して半年とい
う時期であった。初めて海外のチームで外国人プロサッカー選手としてプレーするにあたり，日本
との違いがポジティブに語られる。
B―1―1：言葉もわからないから，最初はなかなかパスは出てこないんですけど，1回良いプレー
したら，あ，こいつできるなっていうふうに思われて，パスとか出てくるようになる。それは
すごい分かりやすいなって思いました。結果とか，良いプレーとかすればボールが出てくるし，
やっぱりダメだとボール出ない，それはすごいはっきりしてるなと。（それから）良い意味で
熱くなりやすくて，ピッチですごいけんかしたりとかあるけど，練習終わったら，何もなかっ
たかのように，サッカーはサッカーで（切り替えている）。……（中略）はっきりしてる。分
かりやすい。ボール出る出ないにしても，内外の切り替えにしても，分かりやすいなって思い
ました。
　この時点ではまだ現地語が良く理解できたわけではないため，言語に頼らないコミュニケーショ
ンを試みている。それは，日本にいたときとは異なる手段だったようである。
B―1―2：言葉は分からないんで，日本にいたら当たり前だったことが，こっちに来たらできな
かった。パスが来てどこに欲しくて，どのタイミングでってことが分からないじゃないですか。
だから僕は，日本にいたときと変わったなと思ったのは，この選手がどんな選手なんだろうっ
ていうのを，すごい理解（しようとするようになったことです）。……（中略）選手の個性，
なにがやりたいかみたいなのは，言葉が分からなくても分かることだから。日本はもう言葉で
済んじゃうじゃないですか，ここにこう出してみたいなのは言えるから。その一人一人の特徴
をより理解しようとしたかなとは思います。
　初めて海外で外国人選手としてプレーしたこの半シーズン，ほぼ全ての試合でスタメンとして出
場してゴールも量産しており，海外挑戦としては順調なスタートだった。チームの中で Bの地位
はある程度確立していたが，それはこの時点での結果があってこそで，今後，新しい環境で，結果
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が出なくなったときのことを考えると「不安」も感じている。
B―1―3：今，僕は試合には出てて，やっぱサッカーだけじゃなくて，スポーツって，実力込み
の人間関係になるじゃないですか。上手いやつの言うことは誰だって聞く。だからある程度そ
の自分の中の位置みたいなのは，今のチームではすごくあるんじゃないかなと思ってますけど。
これがチームが変わったりしたときにどうなるかは僕には全然分からないし，もうがんばるし
かない，新しい環境って難しいから。そこは不安はありますけど。……（今後どうなるか）僕
はそれがまだわかんないんですよ。初めてのチームで，今は結果出してるから。でも結果出せ
ないときはぜったい来るし。ほんとに，どうなるかは，まだわからない。不安です。
　それでも，好きなサッカーで生きていくのは幸せなことで，だからこそ「努力」も続けられる，
そのことでもっと「上」に行けるはずだと，この先の人生を前向きに考えている。
B―1―4：大学時代ずっと僕 4年間，サッカーを選んで自分は本当に幸せなのかっていうのにずっ
と悩んでたんですよ。（僕は）すごい大学や高校から声がかかって，大学でずっと第一線でやっ
てプロに入っていくような選手ではなかった。そんな才能はなかったし，そういう選手でも，
サッカーを選んで幸せなのかなと。サッカーで評価される自分が好きなのか，サッカーが好き
なのかわかんなかったんですよ。……（でも今は）サッカーほんとに好きだなと。だからサッ
カーを選んで，この先の人生に，後悔はないというか。これが俺にとってのいちばんの幸せだ
なっていう，自分の中で確信が持てて，だからこそ努力が続けられた。……（中略）今はこの
感覚を大事にするというか，続けていけば，もっと上に行けるんじゃないかなと思います。
3.2.2　2回目インタビュー（滞在歴約 1年，23歳）
　この当時，Bは前回のインタビュー時と同じチームに所属していたが，昨シーズンとは違って開
幕当初はスタメンでなかなか試合に出られない時期もあり，順調ではなかった。新たに就任した監
督は英語が堪能ではなかったこともあって，言語でのコミュニケーションが困難だったことを原因
のひとつとしてあげている。
B―2―1：今の監督は英語全然しゃべれなくて，（ミーティングなども）現地語なんですけど，だ
いたい言いたいことはわかるようになってなってきたかなというような感じですね。……（でも）
自分の言いたいことみたいなのは上手く説明できない。それが今シーズンの最初，（チーム内で）
ずれてきた部分だったかなっていうのは，原因のひとつだったかなというのは思いますね。
　監督がチーム戦術を現地語で要求してくる場面で，自分のやりたいプレーを主張できなかったこ
とが，結果として「自分の良さ」を出せないことにつながってしまっていた。
B―2―2：今回は（シーズン開幕前の）チームの発足からいたんですけど，けっこう要求する監
督で，チームを作ろうとしてたから，僕にすごい，現地語でプレーを求めたんですけど，僕の
やりたいことはそうじゃなかったんです。で，ほんとは，なんていうんだろ，貫かなきゃいけ
なかったなと思います，自分を。でも，変に，良い人じゃないですけど，気弱っていうか，言
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うこと聞いとかないと試合に出れないみたいな感じで思ったから，聞いた結果，自分のプレー
が安パイな，リスクを避けたプレーになって，結果それは怖くないっていう。自分の良さは出
ないっていう。（後で試合のビデオを見て）あ，これびびってんな俺みたいな，取られるのす
ごいびびってる。めっちゃ思います。
　試合に出て結果が出せなくなったことで，チームメイトからの扱われ方も昨シーズンとは異なっ
てくる。
B―2―3：自分のプレーして結局，点とったり，アシストすれば，（監督は）ナイスプレーだっ
て褒めてくれる，それで良しになるから，監督の言うことは聞くな，絶対聞くなっていうふう
に（チームのベテラン選手が）言ってくれて，それはすごい，ありがたかったですね。……（中
略）その他（のチームメイト）はキツかったですよ。去年は結果出てたから，まわりも，持ち
上げるじゃないですけど。それで結果でなくなって，試合も出なくなったら，もう態度が全然
違うから。特に若いのとか。それはキツかったですね。まあキツいというか，ショック。
　昨シーズン，前回のインタビューでも「今は結果が出ているが，結果が出なくなったときが不安」
と話していたが，その状況がこのシーズンでやってきた。それは「いずれ越えなきゃいけない壁」
だと考えていたが，それが言葉が通じない分，「日本より難しい」と感じている。
B―2―4：想像したとおりです。ある意味想定内ですね。結局なんか，それはここの言語とかじゃ
なくて，僕自身の課題だったんですけど，上手くいかなくなったときこそ，上手くいってたと
きと同じことができるかっていう，努力，取り組みの部分だったり，心構えの部分だったりと
か，そういうのが，大学時代は僕，できなかったんですよね。怪我とかしたりしても気持ち保っ
て，同じモチベーションでいられたら良かったんですけど，そうじゃなかった，逃げてた部分
がすごいあるなと思って。……（でも）サッカーを続けるって決めたときにいずれ来るって思っ
てたんですよね。いずれ越えなきゃいけない壁だなと。上手くいかなくなったときにどうする
か，自分は何ができるかっていう，もう言語とかじゃなくて，完全に自分の壁だったんですよ
ね。そこにより，日本より難しいって感じですね。言語が通じないから。難しいとは思ってた
けど，いつか越えなきゃいけないって確信はあったんで，あ，来たかと思いました。
　その「壁」を乗り越えられたのは，結果を出すことではなく，練習での姿勢の見せ方であった。
この半年は，満足できる「結果」は出ていないが，「成長」して良い選手になったと確信している。
B―2―5：でも，だんだん，練習で認められていってる感はありましたね。結果じゃない，練習
です。姿勢とか，プレーですね。試合で結果出すのがいちばん早いんですけど，今回そうじゃ
なかったから。……（中略）やっと乗り越えたなと思いますね。そうですね，成長しましたね。
やっと乗り越えないといけない人間としての壁を越えられたかなと。だから，前シーズンより
結果は出てないですけど，前シーズンより良い選手になってるという確信はあります。だから
良かったです。
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3.2.3　3回目インタビュー（滞在歴約 1年半，23歳）
　前回のインタビューの後，Bは同じ国の 1部リーグに移籍した。しかし，カテゴリーが上がっ
て，まわりの選手とのフィジカルの差もあり，移籍当初のチーム内での Bの立場は不安定であった。
加えてチーム状況も悪く，半シーズンの間に 3人の監督が就任している。しかし，こうした環境の
変化に対応するのはコミュニケーション能力というより，やはり努力の「積み重ね」と「選手とし
ての能力」だと語る。
B―3―1：自分のサッカーの調子の話になっちゃうから，コミュニケーションとかいう話ではな
いような気がするというか（笑）。……（2部で結果を出していた時のことを）今思えばね，
結果出してたから僕そうなってた（コミュニケーションが充分ではなくても周囲との信頼関係
ができていた）んですよね。超シンプルな話です。結果出してたから，僕がある程度なんかし
ても，許されるじゃないですけど。結果出し続けたから，メンタル的にも良かったんだろうし。
普通になんだろう，選手としての能力は，絶対上がってると思うんですよ。だって，やってき
た，積み重ねてきたという自信があるから。選手としての能力は，結果出してた時より今の方
が絶対上なんですけど。
　この当時 Bが所属していたチームは山の中の小さな町にあり，毎日の食事がチームの食堂で提
供されていたこともあって，必然的に以前よりチームメイトと接する時間が増え，コミュニケーショ
ンも多くなっている。しかし，B自身はそこにそれほど大きな意味は感じていないようである。
B―3―2：（前のチーム）の時は，練習しかコミュニケーションがなかったんですけど，（今のチー
ム）って一緒にご飯食べたり，町もちっちゃいからけっこう会ったりもするじゃないですか。
だから，練習以外で話すときが増えたというか。そこは全然，どっちが良い悪いじゃなくて，
単純に地域としての違いでしたね。環境の違い。
　1部リーグに所属して，その先を考える時期だが，今後のキャリアについて Bが考えるのは，あ
くまで「サッカーが好き」「上手くなりたい」という気持ちだけである。
B―3―3：日本代表になりたいとかいうのはないんですよね，僕。全くない。上手くなりたいっ
ていう気持ちだけなんですよね。サッカーが好きで，良いプレーを体現したい。それが認めら
れることが仕事だから，そこに関して，芸術家みたいに，自己満足で終わらせるのは綺麗事
なんで，その評価はしてもらったほうがもちろんいい，してもらうことが仕事なんですけど。
……（中略）好きなことで負けたくない。サッカー好きで，だからやってるんだろうなと。日
本代表とかになったとしても，これは，その延長線上でしかないというか。目指してるところ
はもっと先にあるんじゃないかなと。まだ（代表に）なってないから，今は言ってるだけです
けど（笑）。もっと上手くなりたいですね。もうそれだけです。
3.2.4　4回目インタビュー（滞在歴約 2年，24歳）
　前回のインタビューの後，Bは同じく 1部リーグの別のチームに移籍した。インタビューは新し
いチームに所属して半年，この国に来て 2年が過ぎた頃に行ったが，言語によるコミュニケーショ
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ンに変化が現れている。積極的に現地語を使用し，さらに話せるようになりたい，と考えるように
なった。
B―4―1：現地語 7，英語 3ぐらいの割合で話してます。いやまあ英語できるやつにも現地語でな
んとか話した方が，反応が良いじゃないですか。……（監督とも）僕は，できる限り現地語で
話そうとします。だけど英語でもしゃべってくれるし。……（でも）その監督もなんか，試合
の途中，切羽詰まってる状態の時は，ばばーっと現地語で言うから。……（ミーティングなど
で監督が抽象的な話をしているのはわからないけど）でも，そこまで行けるようになりたいなあ。
　この当時の Bのチームでは，選手 10名程度が一緒に遠方の練習場までミニバスで移動するシス
テムとなっており，半年前のチームよりまたさらに，チームメイトと必然的に一緒に過ごす時間が
増えている。そのことがコミュニケーション上の変化にも関係しているようである。
B―4―2：たぶんそれは，（1，2時間の遠方）まで練習行かなきゃいけなくて，バンみたいなの
で移動するけど，そこで絶対，何人か（チームメイトと）一緒じゃないですか。そういう時間
が多かったのがいちばん違うかな。今まで移動っていうとだいたい練習に行くのも歩いて行く
から，一人で行きますよね。それが絶対，1時間か 2時間，チームメイトとちょっと話しなが
ら行くっていう時間が，毎日まあ強制的にできたのが，でかいのかな。だから話す時間は増え
たと思いますね。
　しかし，言語によるコミュニケーションがチーム内での地位やサッカーでの成功に直接関係する
と考えているわけではない。大切なのは「話したいという態度」，相手のことを「理解したい」と
いう意識である。初回のインタビューでも話していたように，Bは相手を理解することでピッチ内
での連携も深まると考えている。言語能力は，あくまでもそのための手段のひとつである。
B―4―3：言葉ってあんまりいらない。一番大事なのは，話したいっていうのを表情とか態度と
かで出せるかどうかかな。そういうのって伝わるじゃないですか。こいつあんまりしゃべりた
くなさそうだなとか，元気なさそうだなっていうのはわかるじゃないですか。そっちの方がほ
んとは大事だなと思います。それを踏まえた上で，他を意識するってなったときに，こいつら
のこともっと理解したいなと思ったんですよね。こいつらどう考えてプレーしてるんだろうと
か，どう考えて生きてるんだろうっていうふうにも，興味が行くようになったんですよね。外
から見た自分を意識すると。一番大事なのは態度とか表情かもしんないけど，なんていうんだ
ろう，ディテールを知りたいと思うと，やっぱ言葉いるのかなと思います。
　海外挑戦を始めてこれで 2年，決して順調なキャリアではなかったが，試行錯誤しながらたどり
ついたのは，「人のためにがんばる」という「強さ」だった。この「変化」に「手応えを感じて」いる。
B―4―4：（僕には）人を押しのける強さがない。その代わりに見つけたのが，人のためにって
いう気持ちだったんです。その優しさって言ったらなんかあれだけど，その気持ちをチームに
生かすことによって，結果的に戦ってるって感じなんです。……（中略）人のためにがんばるっ
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てことで，自分を最大限，発揮する。特に僕に関してはそうだった。たぶんいろんなやり方が
あるんですけど。いろんな強さがある。それでいいと思うし，それでいいんですけど，僕に関
してはそうだった。2年やってきて，いちばん手応え感じてます。この変化に。これだみたいな。
　海外でプロサッカー選手としてプレーするということについて，Bにとっての考え方が語られる。
不安定な身分ではあるが，その「不安定さ」こそが「楽しい」と捉え，他では得られない「価値」
を手に入れた 2年間だった。
B―4―5：選手として忘れちゃいけないなと思ってるのは，海外でしか，できなかった選手だっ
ていうのを忘れちゃいけないと俺は思ってて，日本でダメだったから来ざるを得なかった選手
なんだっていう，僕はね。海外に行きたかったからとかじゃなくて，行くしかなかったんです
よね。最初はね。……（中略）けど，普通の Jリーガーに持ってない価値を，僕ら持ってると
思う。それは海外に行って，2年間やって思います。……（今後については）わからないから
楽しいですね。未来がわかってると，ありったけでいられない，今に。わからないからこそ，今，
全力で生きないとってなれると思うんですよね。……（中略）この不安定さが，それが僕の魅
力だと思ってる。自分が選んだことですから。
3.2.5　ICC理論分析（B選手）
初回
日本にいたときとは異なり，チームメイトの特徴を理解することで言語に頼らないコミュニ
ケーションを試みている（B―1―2）。海外挑戦としては順調なスタートだったが，結果が出な
くなった時にどうなるか，「不安」も感じている（B―1―3）。
2回目
結果が出なくなったことで難しい時期だった（B―2―3）。その原因のひとつとして，監督との言
語によるコミュニケーション不足があげられ（B―2―1），「自分の良さ」が出せなかったと感じ
ている（B―2―2）。言葉が通じない分，日本にいた時より壁を越えるのが難しかったが（B―2―4），
結果を出すことではなく，練習での姿勢の見せ方で壁を乗り越え「成長」できた（B―2―5）。
3回目
以前よりチームメイトと接する時間が増え，コミュニケーションも多くなっているが（B―3―2），
環境の変化に対応するのはあくまで努力の「積み重ね」と「選手としての能力」だと考えてい
る（B―3―1）。
4回目
チーム環境の変化で言語能力が上がり（B―4―2），英語が使える状況でも積極的に現地語を使って，
さらに話せるようになりたいと思うようになった（B―4―1）。しかし，大切なのは「話したいという
態度」，相手のことを「理解したい」という意識であって，言語能力はあくまでもそのための手段
のひとつである（B―4―3）。海外挑戦の 2年間で，他では得られない「価値」を手に入れた（B―4―5）。
相互文化的コミュニケーション能力の段階的獲得過程に関する理論的分析170
理論分析
海外滞在歴半年の初回インタビュー時には，〈態度〉や〈知識〉を用いて言語能力に頼らない
相互交流を試み，サッカー選手としても順調だった。しかし，環境が変わり結果が出なくなっ
たとき，その原因のひとつは〈解釈と関連づけのスキル〉の不足によるものだったと考えられ
る。サッカー選手として環境の変化に対応する際，言語能力をそれほど重要視していなかった
が，滞在歴 2年が過ぎた最終インタビュー時には，〈発見と相互交流のスキル〉を発揮する機
会が多くなり，言語能力の向上により〈知識〉や〈態度〉も相乗効果でさらに向上している。
しかしあくまでも，言語能力は相互文化的コミュニケーション能力が向上する手段のひとつに
すぎないと考えている。
3.3　ケース 3：C選手
主な海外滞在歴：約 1年 3ヶ月（最終インタビュー時）
3.3.1　初回インタビュー（滞在歴約 3ヶ月，22歳）
　初回インタビュー時，Cはサッカー留学という形でこの国に滞在していた。初めての海外経験で
感じた日本との違いが率直に語られる。
C―1―1：良くも悪くも，日本人はけっこう細かいというか，ひとつ考えるにしてもけっこう思
考を巡らせるんですけど，こっちの人たちは，良くも悪くもあっさりしてる。ミスしても全然
気にすることないし，気持ちに対して素直というか，ボール回しひとつでも，すぐ言い合いと
かケンカみたいなことして，純粋だなっていう，それがちょっと日本人とは全然違うなという
印象です。良い意味で日本人にはないメンタルだなと。サッカーでは大事なんだと思います。（逆
に）ボール回しを例に出すと，そんなのさっと解決して練習進めればいいのに，いつまでもぐ
ちぐち言ってて。絶対負けず嫌いなんですよね，自分の意見を曲げない。で，次の練習に進ま
なくて，長引いちゃう。それはマイナス面ではあるなと思います。
　留学生という身分であるため，外国人選手としてチームに所属していたわけではないが，今後こ
の国でプロとして活躍するために，チームの中でどうアピールしていくかということを，この時点
から考えて行動していた。そこで言葉が話せないのは「悩みではある」と話している。
C―1―2：ボランチを今やらせてもらってるんですけど，自分からこう，ボールを発信していく
側なんで，まずはやっぱそこで何回もボールを受けることで，味方の信頼も得ていこうと。（ボー
ルを）受けたときに，こう動いてくれとかは言えないんで，そこは今すごく悩みではあります
けど。ボールを触ってリズムを出していけば，ある意味必然と，少しずつ形になっていくんじゃ
ないかと。僕は（ボランチより）もうちょっと前（のポジション）だったんですけど，ボール
を受けるっていうのがそんな上手くもないんで，それなら自分が発信していった方が，目立て
るかなと思ったんです。……（中略）ボールを奪って，貢献する。そういうのをちょっと磨こ
うかなと思って，ボランチをやってるっていうのもあります。
　インタビューは 3ヶ月の留学期間が終わりに近づいた時期に行った。Cにとっては海外で生活す
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るという経験ももちろん初めてであったが，まずは一人の人間として異文化環境とどう向き合うか
という姿勢から，メンタル的に強くなるための一歩を踏み出した。
C―1―3：サッカー留学とかいう前に，海外で普通に一人の人間として生活するっていうところ
で，最初は絶対ストレス溜まると思うんです。日本ではスムーズに行くことが，海外ではいち
いち突っかかってくる，それでたまに理不尽なことが起きたりする。……（中略）そういうと
きに僕は，無理矢理なんかこう，自分のせいっていうか，自分にも責任があるっていうふうに
やってるんです，考え方として。で，そういうことを続けていくうちに，だんだんこう，メン
タル的に強くなるというか，サッカー選手の前に人間としてのメンタルの強さも，海外に来た
ことで，多少は強くなれたかなと。
　留学期間が終わり，今後はプロサッカー選手として過酷な戦いが待っている。そこで言語はもち
ろん必要だが，それよりもやはり，プレーでどれだけ「信頼」を得られるかが重要だと考えている。
C―1―4：やっぱりサッカー選手として来てるんで，ピッチの中でどれだけ信頼を得られるかと
いう意味では，言葉は絶対必要だと思います。でもやっぱ僕は，ピッチ内での言葉はもちろん
大事だと思いますけど，それよりもやっぱりプレーでどれだけ示して，絶対的なチームの中心
になっていくことを目標にしていったら，チームのみんなが僕を中心にみたいな感じで考えて
くれて，チームがまわっていければ，僕もステップアップできると思いますし。やっぱりプレー
でどれだけ信頼を得るか，ということだと思います。
3.3.2　2回目インタビュー（滞在歴約 9ヶ月，22歳）
　前回のインタビューの後の一時帰国を挟んで，Cは外国人プロサッカー選手として契約を勝ち取
り，2部リーグのチームに所属することになった。2回目のインタビューはプロとしての最初の半
シーズンが終わる頃に行ったが，意識的に英語を勉強し，言語によるコミュニケーションにも力を
入れていたようである。
C―2―1：このチームに入ってから，英語をけっこう勉強しようと思って，ほんと最初，何にも
ほぼわからない状況だったんですけど，少しずつわかるようになってきて。やっぱ英語がわか
ると，チームメイトとは，最初の頃よりは全然，意思疎通，コミュニケーションとれるように
なったんで，そこは大きかったかなと思います。
　それでも，もちろん言語能力は充分ではない。前回のインタビューでも話していたように，まず
はプレーで「信頼」を得るためにどうするかを考え，実践していた。実際，試合に出られるように
なってくると，ピッチ外での言語によるコミュニケーションも増えてくる。
C―2―2：僕はまだ，英語もそんなペラペラしゃべれるわけではないんで，もうほんと最初来た
ときは，サッカー選手としてピッチの上でどれだけプレー面で味方の信用を得られるか，方法
を考える必要があって，それと並行して語学勉強もやっていけたらなと思って，チームに入っ
たんですけど。ピッチ上，練習の中とかでも，なんていうんですかね，やっぱこいつできるなっ
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て思わせれば，自然と普段のコミュニケーションも，向こうからコミュニケーションとってく
ることも増えると思ってました。まあどれだけサッカーでやれるかなってことを考えて最初
やってて，試合も少しずつ，出るようになってきて，監督とかチームメイトとか，信頼を得ら
れるようになってきて。（そうしたら）だんだんなんかいじられることも増えてきて，それも
全然良くて，それに対して笑顔で応対したりとか。
　シーズン開幕当初の Cは，スタメンで試合に出る機会にあまり恵まれなかったが，シーズン後
半になるにつれ，徐々にプレイヤーとしてのチーム内での地位が上がってきたようである。試合で
のパフォーマンスがきっかけで，周囲の自分への反応も「ガラッと雰囲気が変わる」ことを実感し
ている。
C―2―3：（その）試合で，けっこう僕のパフォーマンスが良かったらしくて，自分ではそんな
思わなかったんですけど，そこからなんとなく，味方もいつもより，前よりさらに，なんてい
うんですか，信頼してるというか。別に言葉じゃないんですけど，プレーから伝わってきて，
パスがすごい出るようになったとか，サイドバックなんですけどボール触る回数も増えたりと
か，それによって，自分の守備も安定してくるようになってきて。その（試合が）きっかけで，
けっこう今，良い調子で来れてると思います。……（中略）今までダメでも，一本アシストし
ただけでも，ガラッと雰囲気が変わるなっていうのが，僕に対する反応が変わるなっていうの
を感じましたね。
　プレーで信頼を得るということに加えて，「褒める」ことで信頼関係が深まる過程も自覚的に語
られる。
C―2―4：（自分の）指示で動いてくれたときに，僕はよく味方を褒める。こっちの選手は褒めると，
さらに次もディフェンスしてくれたりするのかなって僕の中でも（思っていて）。すごい，めちゃ
めちゃ褒めてあげて，それでもっともっとやって，みたいに言ったら，どんどん動いてくれる
ようになって，褒めることはけっこうキーだったのかなと思います。
　海外でプロサッカー選手となって半年，ここまで考えて実践してきたことが上手くまわり，まず
は充実したハーフシーズンになった。今後についても意識を高く持ち，選手としてのレベルアップ
に加えて「語学力」も必要だと考えている。
C―2―5：試合にも出れるようになってある程度活躍もできるようになって，僕はステップアッ
プするためにこの国に来たんで，もっとできるとか，もっと上に行きたいっていう欲が当然出
てくる。自分が持ってる理想はもっと高いですけど，最初の半年として，まあ良いスタート切
れたかなっていう感じで，心身共に充実した半年になりました。……（中略）今後の目標はま
ず，なんのために自分がこの国に来たかってことを絶対に忘れちゃいけないと思いますし，そ
れは他の国にステップアップするために，選手として上に行くために，ここにいる。……（中略）
今，必要なのは，選手としてのレベルアップと，語学力かなと思いますね。あとはまあ，せっ
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かく海外にいるので，いろんなとこに出て，いろんな人と話したりとか，そういう異文化の点
も，絶対こんなこと今じゃなきゃできないので，やっていくべきかなと思います。トータル的
な人間力の成長も含めて，そういうとこも大事にしていきたいなと思います。
3.3.3　3回目インタビュー（滞在歴約 1年 3ヶ月，23歳）
　この当時，Cは引き続き同じチームに所属しており，プロサッカー選手としての 1年が過ぎよう
としていた。前回のインタビューでは英語を勉強していると話していたが，この半年の大きな変化
は，現地語を勉強してある程度理解できるようになったことだろう。それはもちろんメリットも大
きかったが，理解できるが故のデメリットも感じることとなった。
C―3―1：この半年が始まるときに，自分で目標立てて，現地語と英語を，必ず毎日 10分でも
いいからやろうって決めて。……（中略）全然まだ現地語しゃべれないですけど，チーム内の
会話とかも単語がわかるようになってくると，なんとなく雰囲気とか，たぶん前期（シーズン）
は聞こえなかったチームメイトの言葉も聞こえるようになってきて。なんかそれで，例えばい
いこと言われてるときもあるし，悪いこと言われてるときも気づくようになって，それがそれ
でけっこう，メンタル的に左右されることが多かったかな。……（中略）基本的にプレーで勝
てれば問題はないんですけど，まあ言語っていう武器があって何も損はない。……（中略）監
督も，ときどき僕に対して現地語でばーっと言ってくるときあるんですけど，僕も現地語で返
せるときがあって，監督にちょっと，こいつ言葉がわかるんだと過大評価されたのかわかんな
いですけど，ちょっとハードルが上がってしまって，もう現地人と同じような感じの扱いにな
りましたね。それがもう，前期とは全く変わったところですね。ただデメリットも多かったよ
うな気がします。
　まず，このシーズンも開幕当初はスタメンで試合に出ていたわけではなかった。その状態からやっ
との思いで勝ち取ったスタメン出場だったが，試合に出て，言葉もわかるようになったことで，そ
の次の試練がやってくる。
C―3―2：とにかく，絶対腐らないぞって決めて，……（中略）でもやれることはやっておこう
と思って。わざと監督が見てる前をめっちゃ走ったりとかして，だんだん，いろんなとこから
アピールしてって，ほんと自分でも準備して準備して準備して，やっとの思いで，スタメンで
出ることができました。そこからはまあ，コンスタントではないですけど，けっこうスタメン
で出れてます。……（でも）すごい言われるようになったんです，もう負けたときはあいつの
せいと。……（中略）けっこう，なんていうんですかね，精神的にきつい思いというか。ま，
それも，現地語がわかるようになったっていうのもあるんですけど，陰口とかもなんか聞こえ
るようになってきたりとか。前期も言われてたのかもしれないですけど，前期は気づけなかっ
たというのもあるかもしれないですけど。……（中略）もうほんと，試合に出たくないなって
思う時期が，ありました。試合に出たくないと思うときがあるってこと自体に，けっこう（精
神的に）きましたね。……（中略）今思ったら，僕がそこで言い返してたら違ったのかなとか。
まあ今思えばですけど。
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　そのような状況を打開するためには，試合で結果を出してまわりに認めてもらうということが必
要になってくる。プロ選手として契約した約 1年前から，Cはほぼ初めての経験だというサイドバッ
クでプレーしていた。ディフェンスラインの一員として，試合を無失点に抑えることはもちろん結
果として評価される。その上で，この半年の経験を踏まえて，Cが考える「結果」について語られる。
C―3―3：やっぱりやってて思うのは，チームが勝つということが，全てをまるくするというか，
その目の前の試合に勝つ，っていうことが，やっぱり何より大事なんだなと思いましたね。と
いうのは自分はそんな，パフォーマンスがそんな良くないときでも，勝てば，もうみんな気分
はいいですし，それにつられて自分も良くなりますし。勝ちはもう全てをまるくする。勝つこ
とに，どれだけ全力で準備して，試合が始まったら自分のできることに集中できるかっていう。
僕もサイドバックなんで，そんな（得点を取るという意味での）結果結果って難しいんで。やっ
ぱ勝つっていうことが，どれだけチームを幸せにするのかっていうのを，この半年は感じまし
た。……（中略）この半年，自分が責められたりすることが多かった。でも唯一，責められな
かったのが勝ったときだったんで。やっぱ勝つっていうのは全員を幸せにするんだなと，それ
を実感しましたね。
　確かに満足のいくシーズンではなかったが，試合に出て，言語が理解できるようになった故の「向
上しようと思ってやった結果」であることを意識して，今後のためにポジティブに受け止めている。
C―3―4：難しかったですね。全然満足のいくシーズンではなかったです。でも今後のことを思
うと絶対必要な半年だったなと思います。……（中略）とにかく，（プロサッカー選手として
のキャリアは）ほんと始まったばっかりで，初めての 1年がこれで終わりますけど，大雑把に
言うと前期は良かった，後期は微妙だった。でも微妙だった時期も，別に後退してるわけじゃ
ないんで，絶対，前進してるはずなんで。現地語勉強したから，後期のような出来事も起こっ
たわけで，向上しようと思ってやった結果，こうなったんで，別に無駄なことではなかったな
と思います。なのでこの経験をぜひ次にも，必ず生かしていきたいです。
3.3.4　ICC理論分析（C選手）
初回
留学生として，今後に向けてチームの中でどうアピールしていくかということを考えて行動し
ていた（C―1―2）。そこで言語はもちろん必要だが，それよりもプレーでどれだけ「信頼」を
得られるかが重要だと考えている（C―1―4）。
2回目
意識的に英語を勉強し，言語によるコミュニケーションにも力を入れていた（C―2―1）。プレー
で「信頼」を得て試合に出られるようになってくると，ピッチ外での言語によるコミュニケー
ションも増えてくる（C―2―2）。充実した半年だったが，今後も選手としてのレベルアップに
加えて「語学力」も必要だと考えている（C―2―5）。
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3回目
現地語を勉強してある程度理解できるようになったことで，メリットとデメリットの双方を感じ
ることになった（C―3―1）。ただそれは，試合に出て言葉も分かるようになったが故の試練であり
（C―3―2），「向上しようと思ってやった結果」であると，今はポジティブに受け止めている（C―3―4）。
理論分析
初回インタビュー時は留学生という身分であったため，この環境で認められて成功するという
段階ではないが，今後のために意識を高く持って相互文化的能力の必要性を感じていた。チー
ムに所属するようになると，まだ言語能力が充分ではない中で，〈態度〉や〈知識〉はもちろん，〈態
度と関連づけのスキル〉を駆使して相互交流を図るようになる。プロ選手として 1年が過ぎた
最終インタビュー時には，言語能力が向上したことによりデメリットも感じるが，それは〈発
見と相互交流のスキル〉が向上する段階のひとつであり，〈クリティカルな文化意識〉につながっ
ていくと予想される。
3.4　ケース 4：D選手
主な海外滞在歴：約 2年（最終インタビュー時）
3.4.1　初回インタビュー（滞在歴約半年，20歳）
　初回インタビューは，Dが初めてプロサッカー選手として海外のチームに所属して半年が過ぎる
頃に行った。「言い合うのが当たり前」という環境に，語学力が充分ではないこともあって「慣れない」
と話す。語学については勉強する必要を感じているが，この時点では現地語よりも英語を勉強しよ
うと考えていた。
D―1―1：技術面に関しては，日本の方が自分は高いと思います。メンタルでは，もうほんとに，
なんていうんだろう，自分がミスして，それで仲間に，まあなんて言ってるかわからないけど
がーっと言われて，“sorry”とか言うじゃないですか，そうするとなんか機嫌悪くなるというか，
怒られるんですよ。なんで“sorry”しか言わないんだみたいな。言い合うのが当たり前だし，こっ
ちの人はミスしても，お前そこ動けただろとか，自分のミスをあんま認めないというか，すげぇ
なと思ったりします。……（中略）慣れないです。語学力がなくて自分も言えないっていうの
もあるんですけど，やっぱ慣れないです。……（言葉が分かればとは思うけれど）現地語より
まず英語を勉強しようかなと。
　Dはゴールキーパーで，特殊なポジションでもあり，外国人選手として試合に出るのは簡単では
なかった。監督ともそれほどコミュニケーションが円滑ではなく，信頼関係を感じるというレベル
ではないが，日々一緒に練習をしているキーパーコーチとは，言葉が通じなくても「良い関係」が
築けていると実感している。
D―1―2：チームの監督とはそんな（信頼関係は）感じないですけど，キーパーコーチとは，す
ごい良くしてくれてるっていうのはあるし，自分もキーパー練習通ってるんで，だいたい次何
やるかみたいなパターンがわかってきて。キーパーコーチとはけっこう良い関係が築けてるか
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なと思います。
　Dが海外挑戦をした背景には，日本がゴールキーパー後進国と言われているという特殊な事情も
ある。そのため Dは，ここから欧州の強豪国へステップアップをするというよりは，この国で日
本では得られない技術とメンタルを身に付けて，Jリーガーとして日本に戻る，という明確な目標
を持っている。今後のビジョンが語られる。
D―1―3：そうですね，（ここでは）2年が限度かなと思ってます。日本に帰るのが遅すぎると，
またいろいろ限られてきちゃうので。もし日本に帰ってダメだったときに，進路を変えなきゃ
いけなくて，そう考えると，そんな長くはいられないかなって思ってます。……（今の自分に
は）全体的にサッカーのレベルが足りないですし，あとはやっぱりメンタルですかね。言い合
う環境に慣れないといけないですし。でもそれに慣れちゃえば，日本帰って，自分がそういう，
言うということによってチームを変えられたりできるとも思うんで，そういうメンタルの面を
（成長させたいです）。
3.4.2　2回目インタビュー（滞在歴約 1年，21歳）
　引き続き 2部リーグの同じチームに所属してさらに半年，海外滞在歴 1年が過ぎる頃のインタ
ビューである。この当時，チームには Dを含めて 3人の日本人選手が所属しており，言語コミュ
ニケーション的には他の日本人選手に仲介してもらっていたようである。ただ，前回のインタビュー
では現地語よりも英語を勉強したいと話していたが，そこは考え方が変わったと話している。
D―2―1：身近にしゃべれるやつ（日本人）がいるんで，前と比べて，簡単なことはそいつの会
話とかを聞いて，まあわかんないことは，これなんて言う意味なのとか聞いて，ほんと簡単な
言葉では（現地語で）しゃべれるようにはなったんですけど，チームに今，日本人 3人いるっ
ていう現状で，一人はもう結構長くこの国でやってるんで，ずっとそいつに任せちゃってる感
があって。……（この国に）来るまで正直，俺ヨーロッパ人ってみんな英語しゃべれると思っ
てたんですよ。だから英語の方がいいかなと思ってたんですけど，生活してみたら，英語しゃ
べれない人の方が多くて，もうがんがん現地語で話してくるんで，なんかここにいる以上，英
語よりここの言語のがいいのかなっていうふうに今は変わりました。
　この頃，Dはゴールキーパーとしてレギュラーの座を掴み，ほとんどの試合にスタメンで出場し
ていた。第 1ゴールキーパーとして試合に出るという状況は，チーム内での Dの立場を大きく変
える。言語能力的には不十分でも，試合に出て信頼関係が得られることによって，周囲からの扱い
が変化することを実感している。
D―2―2：日頃の人間性から生まれる信頼関係はすごい重要だと思うし，……（中略）今，試合
も出れてるんで，監督とかコーチとか話すとき，日本人に伝えたいときはだいたい自分に伝え
てくれるんで，そういう意味でも，他の選手よりかは信頼されてるのかなっていう感覚もあり
ます。あと，けっこうバスの席って重要じゃないですか，いつも，最初の頃は早く取んなきゃっ
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て気持ちがあって，特定の席にいつも座ってるんですけど，試合重ねていく毎に，遅く行って
もその席が空いてたりだとか。……（以前は）チームメイトも，絡んできてくれるんですけど，
なんかからかってくる，バカにしてくる感じはあって，最初に試合に出たときも，自分プレー
の選択を尊重してくれないというか，お前早くこっち出せとか，そういうのだったんですけど，
もう今は，自分の思い通りに（自分の）選択を尊重してくれたり，ありがたいです。……（中
略）こういうのってほんとにたぶん，試合出てる人じゃないとわからないところあると思うん
で。試合出たら，チーム内での地位向上のようなものが，あると思う。それは大事だと思います。
　このような状況の変化は，Dの向上心をますます掻き立てる。ここでまだまだ「成長できる」，
そして日本でも高いレベルでやりたいと考えるようになった。また，「欲」が出てきて「価値観が
変わった」という自らのその変化を自覚し，ポジティブに受け止めている。
D―2―3：この半年で，試合出れる機会があって，ますます欲が高まったというか，次は給料ほ
しいし，なんなら 1部で試合に出たいしっていうようにどんどん，なんか意欲っていうかそう
いうのが高まってきたんで，すごいこの半年は良かったと。……（中略）ヨーロッパのサッカー
見た後に Jリーグのハイライトとか見てると，根本的に日本レベル低いなと思って，価値観が
変わったというか。……（中略）俺が見た感じだと，ボールに対しての反応とか，執着心って
いうものが全然違うって。そういう意味ではヨーロッパでまだまだ自分も，ヨーロッパにいる
ことで，どんどん成長できるかなとも思うし。そうですね，前まで，JFLとか J3とか入れた
らいいなと思ってたんですけど，今，やだなと思い始めました。J3は入りたくないなと，J1
か J2ぐらいに行きたいなっていうふうに今，思えるようになったんで。
　この環境でプレーしていることで，日本では得られないものを身に付けていると感じ，日本に帰
国して自らが理想とするゴールキーパーになれるよう，日頃の練習から意識を高く持って取り組ん
でいる。
D―2―4：日本人はミスしても，ドンマイドンマイって，俺ぬるいなって思ってて。こっちいると，
1回ミスしたら，めっちゃ言われるじゃないですか。そういう意味ではやってる環境が違うし，
やっぱメンタルの面では日本にいるより育ってるかなと思う。ミスしてドンマイドンマイじゃ
なくて，ミスを許されない環境で日頃から練習をピシッとやってれば，チームの向上もできる
し，そういうのはキーパーから発信するっていうのも大事だと思うし。日本に帰ったときに，
ピリッとした良い雰囲気をチームに与えられるんじゃないかなと思います。
3.4.3　3回目インタビュー（滞在歴約 1年半，21歳）
　前回のインタビューの後，Dは同じ 2部リーグ内で移籍した。チームメイトの日本人選手にも入
れ替わりがあり，滞在歴約 1年半の Dは新しく入った日本人選手の仲介をするようになっている。
D―3―1：全体的には現地語で話してます。でもそれも，ジェスチャーとか見てて，あと知って
る単語がパッと出てきたりすると，けっこうわかるぐらいです。（新しく入った日本人選手は）
相互文化的コミュニケーション能力の段階的獲得過程に関する理論的分析178
今，試合出てるんですけど，（言葉が）まったくわからないんで，それをちょいちょい俺が伝
えてるって感じで。
　前回のインタビューからの大きな変化は，移籍後のチームで試合に出られていないという状況で
あろう。半年前に，ほぼスタメンだった時期を経験している分，その頃と比較しての現在の立場に
ついて率直に語られる。試合に出るために練習で「アピール」をしても，「公平」に評価されていない。
D―3―2：試合出れてない分，前回のチームだと試合出てたんで，なんていうんだろう，ちょっ
とずつチームに打ち解けてるというか，そういうのあったんですけど，正直，今のチーム，居
づらいじゃないですけど，けっこうキツい部分もあって。……（中略）なんていうんだろう，
公平に見られてない感が強くて，いま試合出てるやつよりも，アピールして練習中よかったと
思っても，その人が出る。だから，ぶっちゃけ言うと，試合したときも毎回負けろって思って
たし。……（中略）常に，試合出てないと，負けろとは思ってるんですけど。これだけ試合に
出てないっていうのが初めてというか，そんな感じなんで。日本にいたときは，練習でアピー
ルすればっていう感じだったんですけど，ほんとこっち来て結果が全ての世界になってるから。
　しばしば指摘されることだが，日本のサッカー環境では練習から全力で取り組むことが評価につ
ながることに対し，この環境では試合での結果が何よりも重要視される。ここで練習からアピール
し続けることの難しさを感じ，大切なのは「結果」か「過程」か，わからなくなってきている。
D―3―3：こっちの人って試合になったらスイッチ入って練習と全く違うじゃないですか。日本
だと試合までの過程を重視されたりするけど，ほんとにこっちって試合，結果だけだし，ダメ
でも点とったらヒーローになれるしって感じなんで。そうですね，なんか，それこそ，試合に
出るキーパーなんて，よっぽどダメじゃない限り替わんないじゃないですか。日頃の練習から
アピール云々っていう感じじゃないのかなって今思ってて，それもすごいキツい。……（中略）
過程も大事だなと思うんですけど，でもやっぱり結果だなっていうふうに思っちゃってて。な
んていうんだろう，難しい。……（中略）人より，やってる自信はあるんです。すごく練習は
やってて，自分でトレーニングとかもしてるんで。まあ確実に，人より倍以上練習やってる自
信あるし，けど，試合出れてないわけで。結果出てないんで。難しいです。だから，やるしか
ないというか。その前でがんばるしかない。だから今，まだ結果っていう領域に達してないな
と思ってて。試合出れてないし。だから今，やるしかないなと思ってるんですけど。でもそれ
でも，やっぱりやり続けるのは，すごい大変だなと感じてて。正直，今日練習行きたくねーと
思うときもあるんですけど，けどそれで練習行かなくなったら，その結果を出すところに遠ざ
かっちゃうなって思う。だからほんとに，よくわからないです，自分の考えが。
　それでもやはり，自分がヨーロッパにいる意味を常に忘れない。試合に出てレベルアップしてい
けば，必ず日本でも成功できるという自信が付いた。
D―3―4：日本は上手さはあると思うんですけど，……（ここは）ボール回し一つにしてもけっ
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こうアグレッシブで，試合中でもクロスボールが来て突っ込んできたりする。日本であんまり
そういう経験ないんですよ，吹っ飛ばされたりするっていう。そういう意味では，強さは手に
入れられるかなと思って。日本に行けば，いくらでも上手さっていうのは自分次第で付くと思
うんですけど，たぶん日本にいたらなかなか強さって付かないと思うんで，そういう意味では
ヨーロッパに来て，強さっていうのは少しずつ身に付いてるかなって思います。……（ここの
試合は）けっこう雰囲気が独特なんで，こっちでやれれば日本でも絶対やれるっていう，よく
わかんないですけど自信があるんです（笑）。試合に出ればたぶん自ずとメンタルも良い方向
に行くだろうし，全てにおいてプラスの出来事になると思うんで，試合に出て，レベルアップ
していきたいなと思ってます。
3.4.4　4回目インタビュー（滞在歴約 2年，22歳）
　海外に出て 2年が過ぎ，Dは当初のビジョンの通りヨーロッパでの修行を終えて帰国した。前回
のインタビューの後，再び同じ 2部リーグ内で移籍して，滞在最後の半年は他に日本人選手が誰も
いない山奥の小さな村のチームに所属していた。インタビューは帰国後の日本で行った。
D―4―1：監督は現地語しか話せないんですけど，普段の生活も少しずつコミュニケーションとっ
たり，キーパーってけっこう雑用が多いじゃないですか，ボール何個あったかとか，ビブス取っ
てこいとか，ってことも全然できるようになったんで。問題はなかったです。……（チーム内
で日本人が）ひとりだったんで，やっぱり前は他の日本人に頼ってたとこあったんですけど，
今はもう，ひとりでコミュニケーションとってかなきゃいけなかった。（でもチームメイトが）
俺が知らない言葉とか言わせてきたりするんです，あいつにこれ言えとか。そういうのも対応
していくうちにどんどんチームに溶け込んでいけたかなって感じですね。今まででいちばん居
心地は良かったかもしれないです。（この国に来た）最初っから一人だとたぶんキツかったか
もしれないですけど。
　このハーフシーズンも，試合に出ることはできなかった。しかし，日頃の練習から準備をして，
モチベーションを保てたのは，メンタル的に大きな成長であろう。
D―4―2：日頃の練習からやってくしかないってことはわかってたから，そうするしかないって
思ってたんで，練習からしっかり準備はしてましたし。でもそれで試合出れなかったのは厳し
かったですけど，もう試合出れなかったから無理だとかそういうメンタルにはならなかったん
で，そういう意味ではひとつ成長できたのかなと思います。ずっと試合に出るモチベーション
を保ったまま練習できてたんで。前向きにできました。
　2年の海外挑戦は決して順調ではなかったが，日本とヨーロッパの違いを実感し，キーパーとし
て日本では身に付かなかった感覚を手に入れた。
D―4―3：最終的にキーパーが止めなきゃいけないっていう，キーパーの重要性っていうのは
あっち行ってすごい感じました。ほんとうにキーパーの活躍次第で勝てるか勝てないか決まる
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し，キーパーが止めれば負けないしっていうところで，勝負に対するこだわりっていうのもす
ごいなと。なんか，見てて，気持ちの部分で，メンタルの部分で全然違うなと思います。守っ
てやるじゃないですけど，そういう使命感というか，やらなきゃいけない気持ちがすごい。み
んなで守るっていう日本のスタイルも大事だと思うんですけど，最終的にはキーパーが止めな
いといけないなと（思うようになりました）。
　帰国して，日本に対する思いが語られるが，おそらく Dにとっては，どこにいても「慣れたら
終わり」なのだろう。常に挑戦し続ける姿勢が示される。
D―4―4：（日本は）毎日刺激がないなって感じてて。海外いた頃は，朝起きて常に刺激があっ
たというか，朝起きたときの感覚が違うんです，最初から。気を張ってないといけないんです。
そう考えると（日本は）平和だなとか，居やすいなっていうふうに思いますし。（でも）それ
こそ慣れたら終わりだなって思ってるんで，海外にいたときに，サッカーの面でも日本みたい
にドンマイドンマイ精神で，慣れ合いになったら終わりだなっていうのはわかってるんで，自
分で毎日ノート書いてたんですよ。練習前とか，それを常に見返すようにしてます。慣れたら
終わりっていうのがあって，今は正直，海外に行きたいとは思わないですけど，このまま日本
にいたら，また海外に行ってサッカーしたくなるのかなっていう思いはどこかにあったりな
かったりするかなと。
　今後は日本で挑戦を続けていくことになるが，これまで続けてきたサッカーで恩返しするために，
最終的には日本代表に入って高いレベルの試合を見せたい，という目標が語られる。
D―4―5：中学校とか高校，大学とやってきて，受験っていうものを受けたことがなくて，全部サッ
カーで入ったりしてたんで，たぶんサッカー取ったら空っぽになっちゃうと思うんです，自分
の人生。それこそ，今までずっとサッカー中心にやってきて，親とかの援助とかもないとでき
なかったんで，それをどう恩返しするかって考えたときに，やっぱなんていうんだろう，サッ
カー以外じゃ考えられないというか。最終的に，プロリーグ，日本代表とかに入って，お金稼
いで親孝行するのもそうですけど，そういう高いレベルのところで試合見せれたらなって思い
ます。
3.4.5　ICC理論分析（D選手）
初回
「言い合うのが当たり前」という環境に，言語能力が充分ではないこともあって「慣れない」
が（D―1―1），日頃から接する機会が多いキーパーコーチとは言葉が通じなくても「良い関係」
が築けている（D―1―2）。「言い合う環境」を日本に帰って役立つとポジティブに捉え，日本に
ないものを身に付けようとしている（D―1―3）。
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2回目
言語能力はそれほど変わったとは思っていないが，英語よりも現地語が必要だと考えるように
なった（D―2―1）。試合に出て信頼関係が得られることによって，周囲からの扱いが変化する
ことを実感し（D―2―2），自らの意識の変化にも自覚的である（D―2―3）。
3回目
言語能力の面では仲介できるようになっているが（D―3―1），試合に出るために練習で「アピー
ル」しても「公平」に評価されていないと感じ（D―3―2），日本との環境の違いから，大切なのは「結
果」か「過程」か，わからなくなってきている（D―3―3）。
4回目
この環境にもひとりで対応できることが確認できた（D―4―1）。試合には出られなかったが，
メンタル的には成長を感じ（D―4―2），日本では身に付かなかった感覚を手に入れた（D―4―3）。
それぞれの文化に対するクリティカルな視線も育った（D―4―4）。
理論分析
海外滞在歴半年の初回インタビュー時は言語能力が充分ではなかったが，〈態度〉や〈知識〉
で相互交流を図り，ある程度手応えを得ている。試合に出るようになったことで〈発見と相互
交流のスキル〉が劇的に向上した。その後の環境の変化から，〈知識〉や〈解釈と関連づけの
スキル〉も向上し，滞在歴 2年で帰国する頃には〈クリティカルな文化意識〉が身に付いた。
3.5　ケース 5：E選手
主な海外滞在歴：約 1年半（最終インタビュー時）
3.5.1　初回インタビュー（滞在歴約半年，20歳）
　Eは幼少期にフットサルのブラジル人指導者との関わりがあり，滞在歴約半年時点でのインタ
ビューでは，その経験を踏まえての印象が語られる。
E―1―1：ブラジル人はほんと負けたくない，サッカーっていうものに関して負けたくないって
いう感じなんですけど，こっちの人は 1対 1の面で考えるんですよ。11人が（それぞれの）
目の前の対戦相手と負けたくないっていうのが，ここの選手たちは強いかなと。チームとして
は負けてても，まあいいかなみたいな。今までサッカーっていうのは団体競技だと思ってたん
ですけど，目の前の 1対 1がすごいこっちでは大事っていうか，個人競技みたいだなと（感じ
ました）。
　この時点でEは試合に出るチャンスに恵まれていなかった。その原因は，言語によるコミュニケー
ションにあると感じている。
E―1―2：僕も最初はやっぱり，チームに溶け込もう溶け込もうと思ってたので，あんまり最初
から言わない方がいいのかなと思ってて。……（でも）やっぱり言葉がわかってないと思って，
いいようにつけ込まれるから，主張はしなきゃいけないと思いました。……（試合中は言葉が
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分からなくて）めちゃくちゃ困るってことはないんですが，もっと監督とかに，自分がこうい
う選手なんだってことを伝えたいとか，自分がどうだったかってことを聞きたかったりする
ときが，いちばん困るかなっていう。自分がどういう評価をされてるのかっていうのを聞きた
いときがいちばんネックかなと。そこの部分ではやっぱり言葉が必要かなって。……（中略）
監督も，例えば僕に伝えたいことがあっても言ってこないってことがあるんじゃないかなと。
……（中略）言葉がわからないので，チームのミーティングとかをしているときも浮いてる状
態。監督としても，同じぐらいのレベルで同じ歳でってなってくると，そっちの（言葉が分か
る）選手の方がいいってなると思うんで。
　大きな可能性を夢見てやってきた海外挑戦ではあるが，順調なスタートとは言い難かった。しか
し，全てをプラスに捉え，前を向いている。
E―1―3：日本にいたらこんなに悩むことはなかった。たぶん不自由なく暮らせるので。普通に
日本でできることもできなかったりとか，悩んだりすることも多いので，そういうことが全部
プラスになってるかなと。……（中略）サッカーっていうのは観客があってのものなんで，メ
ンタルの面でも，技術の面でも，見てる人から，あの選手いいねって言ってもらえるようなプ
レイヤーになっていかないといけないかなと。まだまだ自分も上手くなれる部分はあると思う
んで，毎日毎日無駄にせずがんばっていきたいなと思います。
3.5.2　2回目インタビュー（滞在歴約 1年，20歳）
　引き続き同じチームに所属してさらに半年，滞在歴約 1年が過ぎた頃のインタビューである。言
語能力は充分ではないが，話そうという態度を示す努力をしている。
E―2―1：初めて来たときは，（うまくいかないのは）言葉通じないせいにしてみたりしてたん
ですけど。……（中略）英語ではなくて，国の言葉がわかることがベストだと思うんで。例え
ば日本に外国の選手が来て，日本の言葉をちょっとでもしゃべろうとしてたら，あ，わかろう
としてるんだなと，自分もそういうふうに思うんで。ちょっとでも（現地語を）覚えてくって
いうのは大事かなと思います。
　この環境について当時の認識が率直に語られる。日本との間に感覚の「ずれ」があると感じ，言
葉が通じない状況でそこに合わせていくのは難しいと話す。さらに，合わせていくのも良くないと
考えている。
E―2―2：ここに来てすごい思うのは，日本の基準っていうか，例えばとりあえずどっちかが悪
かったら謝る，みたいなのと，お前が悪い，絶対自分が悪いことを認めないっていう海外の基
準がすごいずれてるなと。……（中略）そういうずれがあると，そこをすり合わせていくのが
難しい。ずれがなければ言葉がなくても僕的にはわかり合えたりするんじゃないかなと思って
いて。……（中略）日本はどっちかっていうと協調性がある方で，合わせてっちゃうんで，僕
は逆に良くないんじゃないかなって。結局最終的には日本人みんな自分の意見を持ってないっ
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ていうように，自分の良いようにもってかれちゃう。僕 1年こうやってきて思うのは，相手が
そうやって言ってても，曲げちゃいけないというか，ずれちゃいけない，ここは絶対自分がこ
う思うっていうのがあったら，バシッと言わなきゃいけない。そこのずれを，いいよいいよっ
てやってっちゃうと，舐められるっていうか。あいつ何も意見持ってないなみたいな。自分は
こんな人間だっていう芯がないんだなと思われちゃうのかなと。
　海外挑戦をはじめて 1年，試合に出る機会にほとんど恵まれないままではあったが，「逆に充実
している」と話し，この環境でできることを常に準備するという姿勢が示される。
E―2―3：自分はそんなネガティブなふうには捉えてなくて，逆にやれることがあるんじゃない
かなと，ここで試されてるんじゃないかなと思っていて。サッカーの神様から，お前どれだけ
サッカーが好きなんだよ，サッカー好きだったらどれだけでも努力できるだろうっていうふう
に問われてる気が自分はすごいして，……（中略）どこに今呼ばれても，いつ行くぞって言わ
れても，できる準備を常に，自分のできる限りの努力を今自分はやってるって思ってるんで。
逆に充実はしてるかなと。……（中略）人と同じようなことをやってたら，今の日本代表とか
世界のトップで競い合ってるような人たちには追いつかない。追い越してかなきゃいけないと
思ってるんで，常に毎日，何が足りないか考えて，あいつおかしいんじゃないかって思われる
ぐらいのことをやっていかないと。僕，今やってるのが，左足が上手くなりたいんで，左手で
ご飯食べるようにしてるんですよ（笑）。今後はそういう，あいつほんとにそんなことに意味
あるのか，おかしいんじゃないかみたいに思われるようなことをしていかないとダメなんじゃ
ないかなと思ってます。
3.5.3　3回目インタビュー（滞在歴約 1年半，21歳）
　前回のインタビューから半年後，滞在歴約 1年半時点のインタビューでは，滞在歴の長さもあっ
て現地語の言語能力が上がっている。そのことで，言語によるコミュニケーションが成立している
という手応えを感じるようになった。
E―3―1：半年前よりかは徐々に徐々に，現地語は上がってきてるなとは思います。逆に上がっ
てきてるから，現地の人たちも，話せるからわかってるだろっていう感じで要求が強くなって
きたりとか，今までだと，とりあえず言っとけばいいやっていう感じだったんですけど。日本
でやってる状態と近くなってきますよね。もうほんとに，コミュニケーションっていう感じで。
　もちろん「もどかしい」部分もあるので，勉強しなければと思う反面，全てをその国の言葉で話
そうとするのではなく，自分の母語を使っても良いのではないか，合わせるばかりは良くないとも
考えている。
E―3―2：サッカーのほんとに細かいこととかを伝えたいときはやっぱりもどかしかったりとか。
自分はこう来て欲しいのに，こう来てくれなかったとき，パッと言葉が思いつかないときに，
サッカーって動いてるんで，あーって思いますね。もうちょっと勉強しなきゃいけないなって
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いうふうに思ったりして。でも最近逆に，やっぱ日本人ってどっちかっていうと協調性がある
んで，その国に合わせようっていうのが強いとは思うんですけど，ここでは自分も外国人なん
で，綺麗に英語使おうとか現地語使おうとかじゃなくて，日本語使って悔しい表現したりとか
しても良いんじゃないかなと。僕，最近，言うんですよ日本語を。ちくしょーとか行けよとか。
そうすると，（チームメイトが）同じ言葉をまねするんですよ（笑）。……（中略）僕，日本だと，
まっすぐっていうか，あんまり誰にも合わせるタイプじゃなかったんですけど，こっちに来る
とやっぱり言葉通じないとかで，どうしても合わせちゃったりする部分も最初は出てきちゃっ
たりしたんです。1年半やってると，合わせてるばっかじゃなくて，自分のリズムみたいなの
が大事なんじゃないかなと。
　この 1年半，プロサッカー選手として全く満足のいく結果は出せなかった。半年前のインタビュー
では，それも逆に充実していると話していたが，この半年は非常に難しい心理状態だった。それで
も，サッカー選手としての成功以前に，Eにとっては魅力ある人間であることがいちばんの目標で
あり，そのための努力を惜しまない。
E―3―3：僕こんなことやってて，いいのかなーっていうふうに思ったりとかしちゃっ
て。僕ほんとに今の状態でサッカーやってて良いのかなと。もうそっからいろんなこと
考えたりして，プレーもぐっちゃぐちゃです。軽いイップスってわけじゃないですけ
ど，ボールとかも思ったところに飛ばない，蹴っても全然自分の思ったとこに行かない
とか。全部空回りです。夜寝れなかったりとか。……（でも）サッカー選手として成
功するってことも大事だと思うんですけど，僕一人としての魅力ってのを上げてくこと
が正解なんじゃないかなって。僕，思うのが，どれだけ素晴らしいサッカー選手になっ
たとしても，それが誰にも理解されない世界一だったら，何も意味がないと思うんです
よ。……（中略）もちろんサッカー選手としてすごく成功したいっていう思いはあるんで
すけど，みんなに力を与えられたりとか，あの選手がんばってるから見に行きたいって
いうような，人としての魅力を上げたいっていうか。人間としての魅力を上げたいっていうの
が僕の最終的な目標です。
3.5.4　ICC理論分析（E選手）
初回
試合に出るチャンスに恵まれないのは言語能力が充分でないことも大きく関係していると感じ
ている（E―1―2）。
2回目
話そうという態度を示す努力をしているが（E―2―1），日本との間に感覚の「ずれ」があると感じ，
言葉が通じない状況でそこに合わせていくのは難しい，合わせていくのも良くないと考えるよ
うになった（E―2―2）。
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3回目
言語によるコミュニケーションが成立していると手応えを感じ（E―3―1），もっと勉強しなけ
ればと思う一方で，合わせるばかりではなく自分の母国語を使っても良いのではないかと考え
ている（E―3―2）。
理論分析
海外挑戦をはじめた当初は，言語能力の不足で相互交流がうまくいっていないと感じていたが，
滞在歴が長くなるにつれ，〈態度〉を示して〈知識〉も〈解釈と関連づけのスキル〉も向上した。
滞在歴 1年半が過ぎる頃には，場合によっては母語を使ってみるなど〈発見と相互交流のスキ
ル〉も向上している。
3.6　ケース 6：F選手
主な海外滞在歴：約 1年 3ヶ月（最終インタビュー時）
3.6.1　初回インタビュー（滞在歴約 3ヶ月，18歳）
　この当時，Fはサッカー留学という形でこの国に滞在していた。3ヶ月の留学期間が終わる頃の
インタビューでは，今後プロサッカー選手としてこの国で戦っていくために，まずは試合の中で使
う言葉を覚えてチームに貢献したい，という思いが語られる。
F―1―1：言葉を軽く，ほんの少しコミュニケーション取れるぐらいには，発せられるようになっ
たかなと。しゃべれるってほどじゃないですけど。……（今後は）私生活で使う言葉より，試
合で使える言葉，敵が来てるとか，そういうちょっとしたかけ声とか，そういうのが言えるよ
うになったら，全然チームへの貢献度も違う。ゲームの中で使える，ほんの短い単語みたいな
のでも，大事だなと（思っています）。
3.6.2　2回目インタビュー（滞在歴約 9ヶ月，18歳）
　前回のインタビューの後，一時帰国を挟んで外国人プロサッカー選手としてチームに所属するこ
とになったが，開幕前の怪我で公式戦に出場する機会には恵まれなかった。その間，教科書を使っ
て現地語の勉強をし，ハーフシーズンが終わる頃のインタビュー当時には，ある程度話せるように
なっている。ここで興味深いのは，Fが「聞き取るのは難しいが言いたいことは言える」と話して
いる点である。サッカー選手としてこの国にやってくる日本人は「現地語は分かるけど言えない」
という状況が多い。Fは教科書を使って勉強していたということが，この違いの背景にあると思わ
れる。
F―2―1：怪我してたんで，その間ずっと暇あれば勉強して，（現地語が）ある程度はできるよ
うになってきて。向こうが英語で話してきても俺は現地語で返すようにしてます。自分たちも
日本語で話してきてくれたら，興味持ってくれてるって思って嬉しいじゃないですか。ちょっ
と英語より劣ってても，向こうにとっての母国語を使うことによって，距離を縮めるというか，
みんなわかるし。向こうの懐に入っていく感じです。……（中略）だいたい言いたいことは言
えますね。自分が聞き取るのは難しいんですけど。
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　現地のチームの遠征に参加して，言語能力云々ではなくいかに相手の「ハートを掴む」か，とい
う経験が語られる。
F―2―2：チームメイトが，バスの時とかに流してる歌とかを，不意に俺の名前呼んで歌ったり
し出すんですよ。その時に，ノリノリで踊ったりとか。そういうことによって，信頼関係って
いうか友情は，少なからず段階は上がると思うんで。やっぱそういうのはすごい意識してて，
とりあえず，そういう歌とか名前呼んでくれたときは絶対常に笑顔で。……（遠征に日本人は）
3人行ったんですけど，僕がいちばんニコニコしてて，ダンスとか踊ったりしてたんで，やっ
ぱ僕がいちばん打ち解けてボールくれるようになるし。実際そうですね，ほんと言葉っていう
よりもいかに言葉関係なしに味方のハート掴むか。いろいろあると思うんですけど，そこだと
思いますね僕は。
　怪我という不運もあって，海外で納得のいくスタートとはならなかったが，年齢的にも若く，今
後に向けて楽しみな展開である。
F―2―3：五輪の世代なんで，それを目標にやってて。……（中略）フィジカル的にまだ劣って
るところがあるんで，そこをレベルアップして，まああと判断上げて，技術はもう通じると自
分では思ってるんで，あとはもうそれだけですね。
3.6.3　3回目インタビュー（滞在歴約 1年 3ヶ月，19歳）
　前回のインタビューから半年後，移籍した Fは本格的に現地のチーム活動に外国人選手として
参加するようになった。これまで主に教科書で勉強していた現地語を実際に使用するようになった
ことで，聞き取り能力や会話力が飛躍的にあがったようである。
F―3―1：前はほんと，勉強してたんですけど，実際勉強してない人たちより語彙力はたぶん俺の
があるんです。でも会話が出来ないっていうか，慣れてないから，言ってることがわかんない
けど，（ここに長くいる日本人選手は）分かってるとか，そういうのがすごく多くて。で，今回チー
ムメイトとか監督の話とか，勉強してたときより，ま，それがあって話せるっていうのもある
んですけど，耳って言うか，なんていうんですかね，そこは変わって。コミュニケーションとっ
てれば，勉強するよりやっぱその方が（言葉が）生きてるっていうか使いやすいっていうか，
そういう感じがしましたね。……（中略）教科書はマスターしたんですよ。でも日常で使う言
葉ってそんな堅苦しいことじゃないじゃないですか。いろいろ省かれたりとかしてて。そうい
うのが最初わかんなかったんですけど，やっぱり話してくうちに，本に出てるものより大事っ
ていうか，めっちゃ使う言葉ってあるじゃないですか。そういうのの方が大事かなって思いま
すね。
　年齢的に若いこと，外国人枠の問題もあり，この当時 Fはコンスタントに試合に出られていた
わけではないが，言語によるコミュニケーションだけではなく，チームメイトと「笑顔」で「空間
に一緒にいる」といったことが「良い関係を築く」ことにつながると実感している。
石川美紀子・北村雅則 187
F―3―2：実際になんかしゃべるっていうより一緒にいることが大事なのかなと思って。（チー
ムメイトが）ちょこちょこいじってきたりするんで，そういうのも笑顔にしてれば，すごく良
い関係を築けるかなと思って。まあ話の内容っていうより，空間に一緒にいることが（良い関
係に）つながるのかなと思いますね。
　Fの海外でのキャリアは始まったばかりである。現在の立ち位置を客観的に分析し，今後に向け
てのビジョンが語られる。
F―3―3：（今は）フィジカルが弱点とも思ってないです。……（中略）自分が上に行くのは，フィ
ジカルより俊敏性とか，判断とかになってくるのかなと思ってます，今は。……（中略）と
りあえずやっぱ自分まだ足りない，（試合のメンバーに）選ばれてないってことは足りないし，
選ばれるレベルにないってことはもっとさらに足りないってことなんで，その足りないところ
をいかに突き詰めていくか，かつ，海外の自分しかないもの，激しさだったりとかを付けてい
ければ，結果はついてくるのかなと思いますね。
3.6.4　ICC理論分析（F選手）
初回
まずは試合の中で使う言葉を覚えてチームに貢献したいと思っている（F―1―1）。
2回目
教科書で現地語を勉強し，聞き取るのは難しいが言いたいことは言えるというレベルになった
（F―2―1）。チームメイトとは常に笑顔で対応している（F―2―2）。
3回目
勉強した現地語を実際に使用することで，聞き取り能力が劇的に向上した（F―3―1）。言葉を
話さなくても「空間に一緒にいる」ことは，信頼関係の構築につながると考えている（F―3―2）。
理論分析
留学生の身分だった初回インタビュー時，今後のために〈態度〉と〈知識〉と言語能力が必要
だと感じていた。教科書で勉強したことで確かに言語能力は向上したが，実際に使用すること
によって〈発見と相互交流のスキル〉が向上することを実感している。
4．おわりに
　本稿では，海外在住経験を持つ日本人サッカー選手を対象にインタビュー調査を行い，相互文
化的コミュニケーション能力（ICC）の段階的獲得過程を分析した。当然のことながら ICC向上の
きっかけはそれぞれケース毎に異なり，A―3―3や F―2―1のように言語能力が大きく関わる場合も，
また B―2―1や E―1―1のように当初は言語能力不足を痛感していながら，滞在歴が長くなるにつれ
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ICC向上に言語能力はあまり関わらないと考えるようになる場合もある。しかし，C―3―2などの例
から，言語が介在しにくい環境にいると思われがちなサッカー選手であっても，言語能力によって
ICCの新たな段階がもたらされることは疑いようがない。
　はじめに述べたように，様々な文化の中で仲介者となるということはすなわち，世界でグローバ
ル人材として活躍するということにつながる。日本と滞在国以外の文化にも触れることによってク
リティカルな文化意識が向上した A―5―2の例などから，土地を移動して多くの文化に触れること
でより ICCが向上することも予想される。また，日本に帰国したことでクリティカルな視線がよ
り明確になる D―4―4のような例もある。様々な状況でのインタビュー調査を継続して行い，グロー
バル人材育成において文化能力と言語能力がどのように関わり合っていくのか，明らかにすること
が今後の課題である。
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